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修士論文要旨
化粧と顔の形態的特徴の違いが女性の人物印象評価に与える影響
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1．日的
本研究の目的は，頭顔部の人体計測データを基に，日本
人20歳代女性の顔立ちを分類すること，分類された各顔
立ちに対して，同一の化粧を施した際，顔の形態的特徴の
違いによって印象にどのような違いが見られるか，化粧を
施すことによって顔の形態的特徴の見え方に変化が見られ
るかについて検討することであった．
2．予備調査
日本人20歳代女性50名（20～28歳）を対象に，デジ
タルカメラ（FUJIFILM社FinePix810）により素顔の写
真を撮影した．被験者には首から下にマンセル値N7．0の
クロスを着用させた．写真画像サイズは480×640ピクセ
ル，撮影時の背景のマンセル億はN7．5である．暗所で色
温度　5500Kの人工太陽照明灯（セリック社SOLAX
XC・100AF）を左右2方向から照射し，正面と側面の画像
を撮影した．得られた写真画像に対して，2D／3D解析ソフ
トを用いて，日本人20歳代女性の人体計測データ（人間
生活工学研究センター，1997）と同様の頭顔部位15箇所
の人体計測を行った．顔立ちを特徴付ける因子を抽出する
ため，15項目の人体計測データに対して，因子分析（主因
子法・直交バリマックス回転）を行った結果，3因子が抽
出された．それぞれ「オトガイ点からの距離因子」「顔の左
右の幅因子」「頭頂点からの距離因子」と命名した．顔立ち
を分類するため，因子分析の結果から得られた因子得点に
対して，クラスタ分析（Ward法）を行い，6クラスタに
分類し，それぞれクラスタA～Fとした．分類された各ク
ラスタに対して，画像モーフィングソフトMo叩herを用い
て合成顔を作成した．顔を合成する際，無表情となってい
るものを選定したため，50人の顔写真の中から，38人の
顔写真のみ使用した．また，輝を構或する要素の違いが印
象に影響を与えることを考慮し，眉，目，鼻，口は38名
全員の合成画像を作成し，それらを　Adobe　社製
PhotoShop7．0を用いて，各クラスタに合成した．平均し
た目や鼻などは各クラスタの部位の距離や間隔と同一の位
置に合成した．
3．本調査
3・1．方法
日本人の学生100名（男性：49名，女性：51名）を対
象に調査を行った．予備調査で分類し，作成した合成顔画
像を素顔刺激（6枚）とし，各々に静止画メイクアップシ
ミュレータ（デジタルファッション社DigitalConuseling
20・RC38）を用いて2パターンの化粧を施したものを化粧
刺激（12枚）とした．施した化粧は，大竹（2004）を参
考に，一般的に用いられる化粧法のパターンの中から2種
類を選定した．刺激はインクジェット式プリンタ（EPSON
麻理（MariNAGAI）　　　　指導：斎藤　美穂
社PM－980C）でA4版写真用光沢紙に印刷した．刺激の頭
顔部の大きさは人体計測で得られた寸法と同一となるよう
にした．刺激提示距離は80cm，刺激提示高さは床から
125cmに統一した．刺激提示順序は，無作為に選んだ4通
りのパターンを同数の被験者に割り当てた．刺激はD65光
源下で観察させた．印象評定に用いた形容詞対は桐谷
（2004）に基づき選定し，SD法（14項目・7段階尺度）で
評定させた．形態印象評定に用いた項目は鈴木（1993）に
．基づき選定し，13項目・7段階尺度で評定させた．
3－2．結果・考察
因子分析（主因子法・直交バリマックス回転）の結果，
4因子が抽出され，それぞれ「女らしさ因子」「活動性因子」
「魅力因子」「好感因子」と命名した．因子分析によって得
られた各刺激の因子得点に対し，6（顔立ち）×3（素顔と
化粧2パターン）の2要因分散分析を行った．魅力因子に
おいて，顔立ちの要因と化粧の要因の交互作用に有意差が
認められた．下位検定の結果，顔立ちC，Dは化粧Bより
も化粧Aの方が魅力が高かった．好感因子において，顔立
ちの要因と化粧の要因の交互作用に有意差が認められた．
下位検定の結果，顔立ちA，B，Pは化粧Aよりも化粧B
の方が好感が高く，顔立ちEは化粧Aを施した際，素顔よ
りも好感が低かった．化粧を施すことによって，素顔と比
べて好感が下がる顔立ちや，化粧パターンに関わらず，魅
力と好感が増加する顔立ちがあったことから，化粧の効果
の表れ方は顔立ちによって異なり，化粧法と顔立ちとの間
の関連性が示唆された．
顔面各部位の形態印象に関する評定尺度の評定値に対し
て，2要因分散分析を行った．日の丸さの形態印象評定に
おいて，顔立ちの要因と化粧の要因の交互作用に有意差が
琴吟＿られた．下位検定の結果，顔立ちA，Bは化粧Aより
も化粧Bの方が有意に日が丸いとされた．化粧は特に目に
効果を発揮したが，その効果の程度は顔立ちによって異な
ると推察される．
各因子の因子得点と形態印象の評定値に対して相関分析
を行った．全体的に相関が低かったため，印象と顔の形態
的特徴の間に明瞭な関連性は見出されなかったが，小さい
顔，大きい目，丸い目を持つ顔立ちが，魅力と好感を持た
れる可能性が示唆された．
魅力因子と好感因子の素顔の因子得点と各合成顔の人体計
測データの平均値との比較を行った結果，「オトガイ点から
の距離」が特に印象評定において重要であることが示唆さ
れた．また，各顔立ちの人体計測値と，人が見た顔の印象
は概ね合致することが示された
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